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RPA推進クイック診断
4週間・フルリモートワークにて改善ロードマップ策定

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）を契機に、企業経営における業務自動化の重要度はますます
高まり、以前より厳格なROI管理とリモートワーク下での推進が必要になると想定されます。どこに
ROI改善の余地があるのか、リモートワーク下で推進するために何をすべきか、KPMGのベストプラク
ティスに基づき企業のRPA推進アプローチを診断し、改善施策を織り込んだロードマップを策定します。

背景
数年前からRPAを活用した業務自動化に取り組む企業が増え、現在は7割を超
える企業が業務に導入しています。

一部の企業が数百から数千の業務を自動化して大きな効果を創出した事例はあ
るものの、「期待していたほど効果が出ない」「AIやOCRを併用して改善を加
速したいがどう使えば良いか分からない」といった悩みを抱えている企業も少
なくありません。

TOM

人材・スキル プロセス

組織・
ガバナンス

テクノロジーパフォーマンス

外部委託

テクノロジーパフォーマンス
■ ROIを中核とするKPI

- 効果：削減時間・業務数
- 費用：外注費・ライセンス費
- その他：安定稼働

■ 効率的に実行・管理する
ためのツール・インフラ
- RPA・OCR・AI等
- インフラ
- リモート環境

組織・ガバナンス
■ 目的に応じた外部委託

- 専門性活用・習得
- コスト抑制
- リソース確保

■ プロセスと整合した推進
組織・役割分担
- 推進部門（CoE）
- ユーザー部門
- システム部門

外部委託

プロセス
■ 効果創出のための人材・
スキル
- 効果：業務改善
- 費用：開発・運用

■ 業務選定から運用までの
シームレスなプロセス
- 業務選定
- 開発・テスト
- 業務・システム運用

人材・スキル

ベストプラクティス
KPMGはRPAを活用した業務自動化の方法論であるTOM（Target Operating

Model）を活用し、数百にわたるプロジェクトの支援実績をベストプラクティ
スとして体系化しています。

リモートワーク下での推進

ROI管理の厳格化

業務自動化の加速

COVID-19を契機に想定される変化
COVID-19に起因する経営環境の変化を背景に、RPA・AI等のデジタル技術を活
用した業務自動化の流れがさらに加速し、厳格なROI管理とリモートワーク下
での推進体制の整備が必要になると考えられます。
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ROI改善の要諦

効果創出にはプロジェクト全体のROIを踏まえた業務選定基準を設けること、および、
隣接部門や前後のプロセスを含めて広く自動化することが有効です。また、費用抑制
には四半期または半期ごとに対象業務数に応じてプロジェクト体制の規模を見直すこ
と、ならびに、外注する場合は開発や運用の生産性向上を加味した単価で契約するこ
とが有効です。

効果拡大の要諦
単一部門または単一業務の自動化に留まることなく、複数部門を横断して、前後の業務
に範囲を広げて自動化することが有効です。また、紙運用や非定型作業を含む業務に
OCRやAIを併用することで、自動化する業務の種類を増やすことも有効です。

削減費用

初期費用

ROI改善の要諦

• 四半期または半期ごとに対象業務数に応じた規模で体制構築
• 生産性向上施策や市況を加味した単価での外注

効果

費用

ランニング
費用

• 全体のROIを踏まえて業務選定基準を設定（例：200時間／以上）
• 複数部門で実施している同じ業務を集約して自動化
• 前後の業務を合わせて一気通貫で自動化

• 紙運用や非定型作業を含め対象業務を抽出（OCR・ AI併用）
• 管理職・ベテラン社員を巻き込んだ対象業務の選定

主要ドライバー

削減時間

開発人件費

人件費単価

対象業務数

インフラ費

ライセンス費

運用人件費

• 対象業務数に応じてサーバーやPC端末の数量・スペックを見直し

• 四半期または半期ごとに対象業務数に応じた規模で体制構築
• 改修や除却の基準を設けて定期的に運用

• ロボットの稼働状況に応じてライセンスの種類や数を見直し

集約して
自動化

一気通貫
で自動化

紙運用
業務も
自動化

効果拡大の要諦

• 特定部門に集約
して自動化

• 前後の業務を含めて
自動化

• 同じ業務を実施
している部門で共用

• 紙はそのままに、
OCRを併用して
自動化

• 紙の電子化も
選択肢

• AIを併用して自動化

効果が出にくい取組み

• 複数部門で実施し
ている同じ業務を、
一部門のみ自動化

• 推進者が
気付けず・・・

• 一部の業務のみ
自動化

• 推進者が
気付けず・・・

• 紙運用を含む業務
は自動化しない

そもそも
自動化
しない・・・

範囲を
広げる

種類を
増やす

• 非定型作業を含む
業務は自動化しない

そもそも
自動化
しない・・・

非定型
作業も
自動化

OCR

AI???
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リモートワーク下でRPAを推進するための要件
リモートワーク下でRPAを推進するためには、技術的な要件とともにセキュリティ
および運用ルールにかかる要件を満たす必要があります。

開発 運用*1

クラウド型

デスクトップ型

サーバー型

• 開発者がリモート環境からRPA
操作対象システムへ接続できる

• ユーザーがリモート環境からクラ
ウド上のロボットを実行できる

• ロボット実行不能時間を制約と
するルールを遵守できる

• ユーザーがリモート環境から仮想
デスクトップ上のロボットを実行
できる

• ユーザーアクセスとロボット実行
にかかるルールを遵守できる

• ユーザーがリモート環境から
サーバー上のロボットを実行で
きる

• ロボットがリモート環境から
RPA操作対象システムへ接続で
きる
- セキュリティ規定で許容されて
いる

• パフォーマンスを維持できる
- ネットワーク帯域を確保できる

共通

*1 手動実行時の要件を記載

成果物

企業

KPMG

診断（2週間） ロードマップ策定（2週間）

初稿資料・情報整理 診断結果整理 最終化

• 診断レポート
• 成り行きROI

• ロードマップ
• 改善後ROI

• ロードマップの
初期レビュー

• 改善後ROIの初期
レビュー

• 資料・情報提供
• KPMGの質問への回答

• 診断レポートの
レビュー

• 成り行きROIの
レビュー

• ロードマップの
最終レビュー

• 改善後ROIの
最終レビュー

• ロードマップ初稿
• 改善後ROI初期試算

• 診断レポート初稿
• 成り行きROI初期試算

• 診断レポート作成
• 成り行きROI試算

• ロードマップ最終化
• 改善後ROI最終化

役割

支援スケジュール

全4週間でベストプラクティスに基づき診断し、改善施策を織り込んだロードマップ
を策定します。リモートワーク体制のままでも支援が可能です。



本リーフレットで紹介するサービスは、公認会計士法、独立性規則及び利益相反
等の観点から、提供できる企業や提供できる業務の範囲等に一定の制限がかかる
場合があります。詳しくはKPMGコンサルティングまでお問い合わせください。

ここに記載されている情報はあくまで一般的なものであり、特定の個人や組織が置かれている状
況に対応するものではありません。私たちは、的確な情報をタイムリーに提供するよう努めてお
りますが、情報を受け取られた時点及びそれ以降においての正確さは保証の限りではありません。
何らかの行動を取られる場合は、ここにある情報のみを根拠とせず、プロフェッショナルが特定
の状況を綿密に調査した上で提案する適切なアドバイスをもとにご判断ください。
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IAプラットフォーム

＜社外＞

System ERP DB Legacy SaaS Data Center

構成要素
＜社内＞

ビジネスプロセス

経営層社員 管理職

作業主体 マネジメント

RPA AI

作業
指示 作業 自動

起動 処理 自動
起動 処理 KPI提示 プロセス変更

改善等提案

指示

DO PLAN CHECK ACTION

連携

モニタリング KPI提示

実行環境 実行環境 データ連携 データ連携 実行環境 データ連携

KPMGのIAコンセプトにおけるRPAの位置付け
KPMGは、IA（Intelligent Automation）により、攻めの業務効率化と守りのコンプ
ライアンス向上の両立に加え、継続改善を仕組み化することを目指しています。IAと
は、ビジネスプロセスを中心にそれらを実行する人や社内外のシステム・データ等を
プラットフォームで連携することにより、各種ツールやシステムで自動化された業務
が連続性を保ち、多岐にわたる業務プロセスを統合管理することであり、RPAやAIは
その重要な要素です。
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